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ノ
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ト
》

原
子
力
発
電
所
の
安
全
規
制
の
在
り
方
に
関
す
る
ノ
ー
ト

既
存
の
原
子
力
発
電
所
に
対
す
る
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
お
よ
び

バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
の
現
状
と
課
題川

合

敏

樹

第
一
章

は
じ
め
に

第
二
章

既
存
原
発
の
耐
震
性
審
査
に
関
す
る
現
在
の
運
用
の
概
況

第
三
章

問
題
の
所
在

第
一
節

現
在
の
運
用
の
肯
定
的
側
面

第
二
節

現
在
の
運
用
の
否
定
的
側
面

第
四
章

問
題
解
決
の
視
点

第
五
章

諸
外
国
お
よ
び
他
産
業
の
例

第
一
節

諸
外
国
の
例

第
二
節

他
産
業
の
例

第
六
章

問
題
解
決
に
向
け
て

第
一
章

は
じ
め
に

人
体
や
自
然
環
境
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
大
規
模
な

施
設
や
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
設
置
お
よ
び
操
業
の
開
始
時
点
に
お
い

て
適
切
な
規
制
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
個
別
法

に
お
い
て
許
可
制
等
が
多
く
法
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
一
定
の
成
果

を
挙
げ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
一
度
許
可
の
与

え
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
施
設
や
事
業
は
、
そ
の
後
も
恒
常
的
に
適
法
な
操
業

が
続
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
経
年
に
よ
る
施
設
や
防
護

設
備
の
老
朽
化
へ
の
対
応
の
他
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
科
学
技
術
の
発
展

に
伴
い
、
施
設
の
安
全
性
の
見
直
し
や
新
た
な
防
護
措
置
の
採
用
な
ど
が

必
要
に
な
る
の
で
あ
り
、
今
日
お
よ
び
今
後
の
行
政
法
お
よ
び
環
境
法
に
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お
い
て
は
、
許
可
制
等
に
よ
る
事
前
的
対
応
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
む
し

ろ
こ
の
点
の
改
善
・
向
上
が
重
要
な
課
題
と
な

１
）

ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
問
題
が
特
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
分
野
と
し
て
は
、
原
子

力
発
電
所
（
以
下
、「
原
発
」
と
略
記
す
る
こ
と
が
あ
る
）
に
対
す
る
安

全
規
制
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
万
が
一
、
原
発
に
お
い
て
何
ら
か
の

事
故
が
生
じ
た
り
、
原
発
付
近
で
大
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
原
発
の
経
年
劣

化
へ
の
対
応
や
科
学
技
術
の
発
展
に
即
し
た
対
応
が
、
特
に
強
く
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
要
請
が
存

す
る
反
面
、
特
に
発
電
電
力
量
の
三
割
強
を
原
発
に
負
っ
て
い
る
状
況
の

２
）

中
で
、
事
業
者
に
よ
る
事
業
の
継
続
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
な
る

と
、
適
法
・
安
全
な
運
転
を
常
時
確
保
し
て
い
く
た
め
の
行
政
庁
の
規
制

権
限
行
使
（
技
術
基
準
へ
の
適
合
命
令
や
是
正
命
令
な
ど
）
の
是
非
な
い

し
在
り
方
に
つ
い
て
も
、
検
討
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
。

上
述
し
た
よ
う
な
一
連
の
問
題
は
、
原
子
力
法
分
野
に
お
い
て
は
、
特

に
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
な
い
し
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
の
実
施
と
い
う
観
点
か
ら

論
じ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
原
子
力
法
分
野
（
特
に
原
発
等
の
施
設

に
対
す
る
安
全
規
制
に
関
す
る
分
野
）
に
お
い
て
、
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
と

は
、
省
令
等
の
技
術
基
準
や
指
針
類
が
制
定
な
い
し
改
訂
さ
れ
た
際
に
、

制
定
・
改
訂
後
の
技
術
基
準
や
指
針
類
の
内
容
を
遡
及
的
に
（b

a
ck

）

既
存
の
原
発
等
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
再
度
の
評

価
・
確
認
等
の
作
業
の
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ

ト
と
は
、
制
定
・
改
訂
後
の
技
術
基
準
や
指
針
類
へ
の
適
合
命
令
や
そ
れ

ら
に
適
合
す
べ
く
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
旨
の
命
令
な
ど
、
行
政
機
関
に

よ
る
規
制
権
限
の
発
動
を
も
っ
て
既
存
の
原
発
等
を
制
定
・
改
訂
後
の
技

術
基
準
や
指
針
類
の
内
容
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
を

３
）

い
う
。

以
下
、
本
稿
は
、
原
子
力
法
分
野
の
研
究
を
よ
り
広
く
か
つ
深
く
進
め

て
い
く
た
め
の
予
備
的
研
究
と
い
う
位
置
付
け
の
も
と
、
原
発
が
備
え
る

べ
き
耐
震
性
の
問
題

今
日
の
原
子
力
法
上
の
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
お
よ

び
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
の
主
戦
場
と
い
え
る

を
素
材
と
し
て
、
バ
ッ
ク

チ
ェ
ッ
ク
お
よ
び
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
の
制
度
と
運
用
の
一
端
を
検
討
し

て
、
そ
の
問
題
点
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
解
決
に
向
け

た
方
向
性
を
素
描
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

４
）

あ
る
。

本
稿
の
次
章
以
下
の
構
成
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
既
存
の

原
発
の
耐
震
性
確
保
に
関
す
る
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
お
よ
び
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ

ト
の
運
用
の
概
況
を
見
て
（
第
二
章

既
存
原
発
の
耐
震
性
審
査
に
関
す

る
現
在
の
運
用
の
概
況
）、
そ
こ
に
存
す
る
問
題
点
を
指
摘
す
る
（
第
三

章

問
題
の
所
在
）。
そ
の
う
え
で
、
現
在
存
在
す
る
問
題
の
解
決
の
糸

口
を
探
り
（
第
四
章

問
題
解
決
の
視
点
）、
ま
た
諸
外
国
に
お
け
る
既

存
原
発
に
対
す
る
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
の
概
況
や
、
日
本
の
他
産
業
分
野
に

お
け
る
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
な
い
し
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
の
概
況
を
見
て
み
る

（
第
五
章

諸
外
国
お
よ
び
他
産
業
に
お
け
る
概
況
）。
最
後
に
問
題
解
決

に
向
け
た
や
や
具
体
的
な
視
点
を
提
示
す
る
こ
と
で
（
第
六
章

問
題
解

決
に
向
け
て
）、
本
稿
を
閉
じ
る
と
す
る
。
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第
二
章

既
存
原
発
の
耐
震
性
審
査
に
関
す
る
現
在
の
運

用
の
概
況

原
発
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
種
々
の
法
形
式
に
よ
っ
て
様
々
な
規
定

が
設
け
ら
れ
て
き
た
。

原
子
力
安
全
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
数
々
の
安
全
審
査
指

針
類
を
定
め
て
、
原
発
等
の
審
査
・
規
制
に
あ
た
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で

も
耐
震
設
計
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、「
発
電
用
原
子
炉
に

関
す
る
耐
震
設
計
審
査
指
針
に
つ
い
て
」
が
一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三

年
）
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
同
指
針
を
中
心
に
し
て
、
規
制
当
局
に
よ
る

原
発
の
耐
震
性
に
関
す
る
対
応
が
な
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
同

指
針
は
、
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）
の
建
築
基
準
法
改
正
に
よ
る
新

耐
震
基
準
の
導
入
に
伴
い
、
同
年
に
改
訂
さ
れ
る
に
至
っ
た
（
以
下
、
こ

の
指
針
を
「
旧
耐
震
指
針
」
と
い
う
）。
こ
の
旧
耐
震
指
針
は
長
き
に
わ

た
っ
て
活
用
さ
れ
て
き
た
が
、
旧
耐
震
指
針
へ
の
改
訂
後
も
な
お
大
規
模

な
地
震
は
幾
度
も
発
生
し
て
お
り
、
こ
の
間
の
地
質
学
・
地
震
学
・
地
震

工
学
に
お
け
る
知
見
も
発
展
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
知
見
を
反

映
さ
せ
る
形
で
、
新
た
に
二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）
に
旧
耐
震
指
針

は
改
訂
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
（
以
下
、
同
年
の
改
訂
に
よ
る
指
針
を

「
新
耐
震
指
針
」
と
い
う
）。
新
耐
震
指
針
へ
の
改
訂
が
な
さ
れ
た
こ
と

で
、
活
断
層
の
評
価
年
代
の
拡
張
や
新
た
な
活
断
層
調
査
手
法
の
導
入
が

行
わ
れ
、
ま
た
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
の
評
価
、
震
源
を
特

定
せ
ず
に
策
定
す
る
地
震
動
の
評
価
お
よ
び
鉛
直
方
向
の
地
震
動
の
評
価

も
旧
耐
震
指
針
と
比
べ
て
よ
り
高
次
の
安
全
性
を
求
め
る
方
向
で
高
度
化

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
旧
耐
震
指
針
に
お
い
て
は
、
原
発
内
の
各
設
備

が
、
耐
震
設
計
上
の
重
要
性
に
応
じ
て
、
Ａ
ｓ
（
原
子
炉
格
納
容
器
な

ど
）・
Ａ
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
な
ど
）・
Ｂ
（
廃
棄
物
処
理
設
備
な

ど
）・
Ｃ
（
発
電
機
な
ど
）
の
四
段
階
に
ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
て
い
た
が
、

新
耐
震
指
針
に
お
い
て
は
、
旧
耐
震
指
針
上
の
Ａ
ｓ
ク
ラ
ス
と
Ａ
ク
ラ
ス

が
新
た
に
Ｓ
ク
ラ
ス
へ
と
一
本
化
さ
れ
て
お
り
（
Ｂ
ク
ラ
ス
お
よ
び
Ｃ
ク

ラ
ス
は
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
い
る
）、
耐
震
設
計
上
の
最
重
要
施
設
の

範
囲
が
旧
Ａ
ク
ラ
ス
の
設
備
に
対
し
て
も
拡
張
さ
れ
て
お
り
、
旧
Ａ
ク
ラ

ス
の
設
備
に
対
し
て
よ
り
高
度
の
耐
震
性
を
求
め
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
原
子
力
安
全
委
員
会
に
よ
る
指
針
は
、
法
形
式
的
に
は
、
原

子
炉
等
規
制
法
の
委
任
に
基
づ
く
省
令
の
形
式
を
と
る
も
の
で
は
な
い

が
、
経
済
産
業
大
臣
の
告
示
に
基
づ
き
、
原
子
炉
の
設
置
・
運
転
を
審
査

す
る
際
の
基
準
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
行
政
手
続
法
に
い
う
審
査
基

準
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

他
方
、
原
発
の
耐
震
性
に
つ
い
て
は
、
通
産
省
令
や
経
産
省
令
の
形
式

で
多
数
の
技
術
基
準
が
こ
れ
ま
で
定
め
ら
れ
て
き
た
（
例
え
ば
、「
発
電

用
原
子
力
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
」（
昭
和
四
〇
年
通

産
省
令
第
六
二
号
）
な
ど
。
以
下
、
同
省
令
を
「
省
令
六
二
号
」
と
略
記

す
る
）。
さ
ら
に
、
上
記
指
針
以
外
の
例
と
し
て
は
、
社
団
法
人
日
本
電

気
協
会
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
各
種
の
技
術
指
針
（
例
え
ば
、
追
補
を
含

む
「
原
発
耐
震
構
造
設
計
技
術
指
針
」（JE

A
G
4601

1987

）
な
ど
）
が

民
間
規
程
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
数
次
の
改
訂
を
経
な
が
ら
、
活
用
さ

れ
て
き
た
。
当
初
、
省
令
六
二
号
自
体
は
、
原
発
の
耐
震
設
計
を
詳
細
に
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わ
た
っ
て
規
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
上
記
の
日
本

電
気
協
会
指
針
が
エ
ン
ド
ー
ス
さ
れ
て
お
り
、
新
耐
震
指
針
へ
の
改
訂
と

も
相
ま
っ
て
、
詳
細
な
審
査
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
指
針
が
制
定
な
い
し
改
訂
さ
れ
る
際
に
は
、
そ
の

都
度
の
諸
種
の
知
見
の
発
展
が
そ
の
内
容
に
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
新
た
に
制
定
な
い
し
改
訂
さ
れ
た
指
針
の
内
容
が
既
存
の
原
発
に
対

し
て
も
反
映
さ
れ
る
際
に
は
、
一
般
的
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
方
法
が
採

ら
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
通
産
省
等
の
規
制
当
局
が
、
制
定
・
改
訂
後

の
指
針
に
基
づ
い
て
既
存
の
原
発
の
耐
震
性
を
再
調
査
・
再
評
価
し
、
何

ら
か
の
法
的
な
判
断
や
措
置
を
行
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、
事
業
者
自
身

が
制
定
・
改
訂
後
の
指
針
に
基
づ
い
て
原
発
の
安
全
性
を
再
調
査
・
再
評

価
し
、
そ
の
結
果
を
通
産
省
に
報
告
し
、
通
産
省
が
そ
の
妥
当
性
を
調

査
・
確
認
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

上
記
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）
に
は
旧
耐
震
指
針
か

ら
新
耐
震
指
針
へ
と
改
訂
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
の
改
訂
に
伴
い
、
や
は
り

バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
が
実
施
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
今
回
の
バ
ッ
ク
チ
ェ

ッ
ク
は
、
旧
耐
震
指
針
に
よ
る
審
査
で
も
問
題
は
無
い
旨
の
見
解
を
原
子

力
安
全
委
員
会
が
既
に
示
し
た
う
え
で
実
施
さ
れ
て
い
る
）。
今
回
の
バ

ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
原
子
力
安
全
委
員
会
が
、
原
子

力
安
全
・
保
安
院
に
対
し
て
、
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
を
指
示
し
、
そ

れ
を
受
け
た
原
子
力
安
全
・
保
安
院
か
ら
、
各
事
業
者
に
対
し
て
バ
ッ
ク

チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
の
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
回
の
バ
ッ
ク

チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
①
地
質
調
査
、
②
耐
震
安
全
性
評
価
で
用
い
る
基
準
地

震
動
の
策
定
、
③
施
設
の
耐
震
安
全
性
評
価
の
実
施
、
④
地
盤
の
安
定
性

評
価
の
実
施
、
⑤
地
震
随
伴
事
象
評
価
の
実
施
な
ど
が
事
業
者
に
よ
っ
て

行
わ
れ
、
そ
の
調
査
・
評
価
結
果
の
報
告
を
受
け
た
原
子
力
安
全
・
保
安

院
が
こ
れ
を
「
確
認
」
し
、
そ
の
確
認
結
果
を
原
子
力
安
全
委
員
会
が

「
検
討
」
す
る
と
い
う
手
順
を
経
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

５
）

い
る
。
現
在
の

と
こ
ろ
、
各
事
業
者
か
ら
順
次
中
間
報
告
書
等
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
概
要

も
各
事
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
き
て
い
る
。

事
業
者
に
よ
る
報
告
を
受
け
て
行
わ
れ
る
原
子
力
安
全
・
保
安
院
の
確
認

お
よ
び
原
子
力
安
全
委
員
会
の
検
討
が
終
了
し
、
仮
に
事
業
者
の
報
告
内

容
や
原
発
自
体
に
不
備
が
あ
る
場
合
に
は
、
事
業
者
に
対
し
て
、
担
当
の

行
政
機
関
に
よ
っ
て
指
導
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
対
処
さ
れ
る
こ
と
と

６
）

な
る
。

な
お
、
二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）
に
改
訂
さ
れ
た
新
耐
震
指
針
の

妥
当
性
や
こ
れ
に
基
づ
く
既
存
の
原
発
の
安
全
性
評
価
の
妥
当
性
が
正
面

か
ら
争
わ
れ
た
初
め
て
の
裁
判
の
判
決
が
、
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
一

年
）
三
月
一
八
日
に
名
古
屋
高
裁
金
沢
支
部
に
お
い
て
下
さ
れ
た
（
志
賀

原
発
二
号
炉
運
転
差
止
訴
訟
控
訴
審
判
決
。
判
時
二
〇
四
五
号
三
頁
）。

原
判
決
（
金
沢
地
判
平
成
一
八
年
三
月
二
四
日
判
時
一
九
三
〇
号
二
五

頁
）
で
は
、
原
告
の
主
張
に
対
し
て
被
告
の
北
陸
電
力
側
か
ら
の
反
証
が

積
極
的
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
旧
耐
震
指
針
や
こ
れ
に
基
づ

く
安
全
性
評
価
の
妥
当
性
に
関
し
て
、
裁
判
所
は
正
面
か
ら
踏
み
込
ん
だ

審
査
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
結
果
と
し
て
原
告
に
よ
る
差
止
め
請
求
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
高
裁
判
決
で
は
、
新
耐
震
指
針
自
体
と
こ
れ

に
基
づ
く
安
全
性
評
価
の
妥
当
性
が
認
め
ら
れ
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
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第
三
章

問
題
の
所
在

第
一
節

現
在
の
運
用
の
肯
定
的
側
面

一
般
的
に
は
、
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
、
仮
に
事
業
者
の
報
告
内
容

や
原
発
自
体
に
不
備
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
事
業
者
が
自

主
的
に
そ
の
是
正
に
努
め
る
他
、
担
当
の
行
政
機
関
に
よ
る
指
導
が
事
業

者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
是
正
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の

が
、
通
例
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
の
財
産
権
な

い
し
事
業
活
動
の
継
続
の
保
護
、
特
に
各
種
許
認
可
の
な
さ
れ
た
範
囲
内

で
の
原
発
の
適
法
な
設
置
・
運
転
の
保
護
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
点
や
、
改
訂
後
の
指
針
類
は
、
改
訂
前
の
指
針
類
を
発
展
さ
せ
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
新
旧
の
指
針
類
の
間
に
根
本
的
な
差
異
は
な

い
と
い
う
点
か
ら
、
こ
う
し
た
運
用
を
一
律
に
直
ち
に
当
然
に
違
法
と
み

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
面
が

７
）

あ
る
。

上
述
の
よ
う
に
、
今
回
実
施
さ
れ
て
い
る
新
耐
震
指
針
の
バ
ッ
ク
チ
ェ

ッ
ク
は
、
原
子
力
安
全
委
員
会
お
よ
び
原
子
力
安
全
・
保
安
院
の
指
示
の

も
と
、
事
業
者
自
身
に
よ
る
再
調
査
・
再
評
価
の
実
施
と
原
子
力
安
全
・

保
安
院
お
よ
び
原
子
力
安
全
委
員
会
に
よ
る
確
認
・
検
討
の
実
施
と
い
う

手
順
で
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
今
回
の
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、

旧
耐
震
指
針
に
よ
る
審
査
で
も
問
題
は
無
い
旨
の
見
解
を
原
子
力
安
全
委

員
会
が
既
に
示
し
た
う
え
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
の

新
耐
震
指
針
の
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
、
仮
に
事
業
者
の
報
告
内
容
や

原
発
自
体
に
不
備
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
で
も
、
旧
耐
震
指
針
に

基
づ
く
安
全
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
、
上
記
の
よ
う
な
対
応
が
違
法

で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
の
文
書
類
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
行
政

機
関
に
よ
る
行
政
指
導
や
、
事
業
者
と
行
政
機
関
と
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

な
協
議
に
は
、
事
案
ご
と
に
柔
軟
な
対
応
を
可
能
に
す
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
（
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
点
は
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
も
評
価
し
う
る
の

で
あ
る
が
）、
ま
た
こ
う
し
た
行
政
指
導
や
協
議
は
、
原
子
力
法
の
み
な

ら
ず
他
の
分
野
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
多
用
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
運
用
に
対
し
て
一
律
に
否
定
的
評
価
を
下
す
こ
と

は
、
や
は
り
適
当
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

第
二
節

現
在
の
運
用
の
否
定
的
側
面

た
だ
し
、
他
方
で
は
、
現
在
の
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
の
体
制
や
方
法
に
対

し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
以
下
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

㈠

行
政
指
導
等
に
よ
る
対
応

ま
ず
、
周
知
の
よ
う
に
、
行
政
指
導
と
は
、
あ
く
ま
で
も
相
手
方
の
任

意
の
協
力
が
あ
っ
て
初
め
て
実
効
性
を
発
揮
し
う
る
も
の
で
、
強
制
に
わ

た
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
行
政

指
導
の
み
で
は
行
政
機
関
の
要
求
が
実
現
さ
れ
え
な
い
ケ
ー
ス
が
生
じ
る

こ
と
も
想
定
可
能
で
あ
る
（
行
政
手
続
法
三
二
条
、
三
四
条
を
参
照
）。

ま
た
、
行
政
指
導
に
よ
っ
て
事
案
ご
と
の
柔
軟
な
対
応
が
可
能
に
な
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
は
、
他
方
で
は
、
事
案
ご
と
に
対
応
の
濃
淡
が
出
て
し
ま

い
、
そ
の
結
果
、
原
発
の
運
転
は
適
法
に
続
け
ら
れ
て
い
て
も
、
原
発
ご
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と
に
確
保
さ
れ
て
い
る
安
全
性
レ
ベ
ル
に
相
対
的
な
差
異
が
生
じ
て
し
ま

う
可
能
性
が
存
す
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
と
表
裏
一
体
と
い
え
る
。

ま
た
、
行
政
指
導
が
法
的
効
果
を
持
ち
え
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、
事

業
者
に
よ
る
安
全
性
の
再
調
査
・
再
評
価
の
結
果
を
受
け
て
な
さ
れ
る
原

子
力
安
全
・
保
安
院
に
よ
る
「
確
認
」
や
、
こ
の
結
果
を
受
け
て
な
さ
れ

る
原
子
力
安
全
委
員
会
に
よ
る
「
検
討
」
に
つ
い
て
も
、
不
明
瞭
な
点
が

残
る
。
と
い
う
の
も
、
原
子
力
委
員
会
・
原
子
力
安
全
委
員
会
設
置
法

上
、
そ
れ
ら
の
組
織
や
権
限
の
位
置
付
け
は
明
確
で
あ
る
が
（
今
回
の
バ

ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
は
同
法
二
五
条
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推

察
さ
れ
る
）、
原
発
に
関
す
る
安
全
規
制
の
根
拠
法
規
で
あ
る
原
子
炉
等

規
制
法
上
の
法
的
な
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
点
で
、「
確
認
」

や
「
検
討
」
の
位
置
付
け
が
明
確
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
た
し
か
に
、
今
回
の
新
耐
震
指
針
の
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
は
、
既
述
の

よ
う
に
、
旧
耐
震
指
針
に
よ
る
審
査
で
も
問
題
は
無
い
旨
の
見
解
が
原
子

力
安
全
委
員
会
に
よ
っ
て
既
に
提
示
さ
れ
た
う
え
で
実
施
さ
れ
て
い
る
た

め
、
今
回
の
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
、
仮
に
原
発
の
安
全
性
に
不
備
が

あ
ろ
う
と
も
、
直
ち
に
そ
の
運
転
が
違
法
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の

意
味
で
は
、
事
業
者
の
法
的
地
位
は
安
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
の

バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
に
限
ら
ず
に
一
般
論
と
し
て
み
て
み
る
と
、
現
在
の
よ

う
な
運
用
に
よ
る
場
合
、
以
下
の
問
題
点
が
浮
上
す
る
。
す
な
わ
ち
、
現

在
の
よ
う
な
運
用
は
、
た
し
か
に
事
案
ご
と
に
柔
軟
な
対
処
を
可
能
に

し
、
規
制
当
局
と
事
業
者
に
と
っ
て
も
穏
便
な
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
し
か

し
他
方
で
は
、
事
業
者
は
、

仮
に
当
該
の
原
発
が
現
在
と
り
う
る
最

高
の
安
全
性
レ
ベ
ル
を
備
え
て
い
た
と
し
て
も

規
制
当
局
に
よ
る
法

的
効
果
を
も
っ
た
「
お
墨
付
き
」
を
得
て
い
な
い
と
い
う
法
的
安
定
性
を

欠
い
た
状
態
で
運
転
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
も
な
る
。
ま
た
、
こ
う
し

た
状
況
は
、
周
辺
住
民
等
に
対
し
て
、
原
発
の
運
転
継
続
に
不
安
感
・
不

信
感
を
抱
か
せ
、
紛
争
の
端
緒
と
な
る
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。
事
業
者
や

周
辺
住
民
等
の
法
的
地
位
に
か
か
わ
る
定
め
が
な
い
と
い
う
点
に
お
い

て
、
事
業
者
（
お
よ
び
他
の
当
事
者
）
に
対
し
て
法
的
効
果
を
も
っ
て
権

利
・
義
務
関
係
を
画
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
か

ら
、
事
業
者
に
と
っ
て
は
一
種
の
「
防
護
壁
（S

ch
u
tzsch

ild

）」
が
築

か
れ
る

許
認
可
や
命
令
と
の
差
異
が
、
浮
き
彫
り
に
な
る
の
で
あ

る
。㈡

規
制
権
限
の
行
使
を
め
ぐ
る
問
題

そ
れ
で
は
、
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
が
実
施
さ
れ
た
結
果
、
当
該
の
原
発
に

不
備
が
発
見
さ
れ
た
場
合
な
ど
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
等
が
規
制
権

限
を
行
使
し
て
、
指
針
へ
の
適
合
命
令
を
発
す
る
こ
と
や
、
原
子
炉
の
運

転
を
中
止
さ
せ
て
い
る
間
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
所
定
の
要
件
を
遵
守
す

る
よ
う
命
令
を
発
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
は
可
能
だ
ろ

う
か
。
電
気
事
業
法
や
原
子
炉
等
規
制
法
に
は
各
種
の
命
令
の
根
拠
規
定

が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
い
て
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト

が
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
現
行
の
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
欠
陥

を
埋
め
合
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
以
下
、
原
子
炉
等
規
制
法
お
よ

び
電
気
事
業
法
の
規
定
を
見
て
い
こ
う
。

ま
ず
原
子
炉
等
規
制
法
三
三
条
二
項
に
基
づ
く
原
子
炉
の
設
置
許
可
の

取
消
し
や
運
転
停
止
命
令
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
各
号
所
定
の
要
件
を
満
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た
さ
な
い
限
り
、
こ
れ
ら
の
規
制
権
限
の
行
使
は
不
可
能
で
は
あ
る
。
た

だ
し
、
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
、
当
該
原
発
が
、
例
え
ば
原
子
炉
等
規

制
法
三
七
条
所
定
の
保
安
規
定
に
反
し
た
状
態
で
あ
る
と
目
さ
れ
る
に
至

っ
た
場
合
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
原
子
炉
等
規
制
法
三
三
条
二
項
四
号
に

基
づ
い
て
命
令
を
発
す
る
こ
と
は
可
能
に
な
ろ
う
。

ま
た
、
原
子
炉
等
規
制
法
三
六
条
に
は
、
原
発
等
に
対
す
る
各
種
の
規

制
権
限
の
行
使
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
同
条
一
項
前
段
に
よ
れ
ば
、
同
法

二
九
条
所
定
の
施
設
の
定
期
検
査
の
結
果
、
同
条
二
項
の
省
令
に
適
合
し

て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
規
制
権
限
の
行
使
は
可
能
で
あ

る
。
た
だ
し
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
適
用
が
除
外

さ
れ
（
原
子
炉
等
規
制
法
七
三
条
）、
電
気
事
業
法
の
各
規
定
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
同
様
の
規
制
権
限
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
電
気
事
業
法

四
〇
条
に
定
め
る
技
術
基
準
適
合
命
令
の
可
否
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。こ

の
点
に
つ
い
て
、
電
気
事
業
法
四
〇
条
は
、
電
気
事
業
法
三
九
条
に

い
う
経
産
省
令
所
定
の
技
術
基
準
へ
の
適
合
命
令
を
定
め
る
規
定
で
あ
る

の
で
、
電
気
事
業
法
四
〇
条
に
基
づ
い
て
前
記
の
昭
和
四
〇
年
の
省
令
六

二
号
へ
の
適
合
命
令
を
発
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
同
条
に
基
づ
い

て
直
接
に
原
子
力
安
全
委
員
会
に
よ
る
耐
震
指
針
自
体
へ
の
適
合
命
令
を

発
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
る
と
捉
え
る
見
方
が

８
）

あ
る
。

た
だ
し
、
他
方
で
は
、
耐
震
指
針
の
内
容
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に
電
気

事
業
法
四
〇
条
の
命
令
を
発
す
る
余
地
が
全
く
無
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
耐
震
指
針
が
二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）

に
改
訂
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
省
令
六
二
号
の
五
条
所
定
の
耐
震
性
の
審

査
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
新
耐
震
指
針
所
定
の
内
容
を
踏
ま
え
た

審
査
が
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
が
内
規
レ
ベ
ル
で
要
求
さ
れ
て

お
り
（「
発
電
用
原
子
力
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
の
解

釈
に
つ
い
て
」（
平
成
一
七
年
一
二
月
一
五
日
原
院
第
五
号
））、
こ
の
よ

う
に
新
耐
震
指
針
と
省
令
と
が
連
動
関
係
に
あ
る
こ
と
で
、
新
耐
震
指
針

の
要
求
の
充
足
が
省
令
所
定
の
事
項
の
審
査
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
耐
震
指
針
の
要
求
を
踏
ま
え
て
省
令
六

二
号
の
五
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
耐
震
適
合
性
の
審
査
が
実
施
さ
れ
た
結

果
、
同
省
令
へ
の
適
合
命
令
が
発
せ
ら
れ
う
る
余
地
は
残
っ
て
い
る
の
で

あ
る
（
た
だ
し
、
後
述
第
四
章
を
参
照
）。

他
方
、
原
子
炉
等
規
制
法
三
六
条
一
項
後
段
に
よ
れ
ば
、
原
子
炉
等
規

制
法
三
五
条
一
項
所
定
の
省
令
（
具
体
例
と
し
て
は
、「
実
用
発
電
用
原

子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
」（
昭
和
五
三
年
通
産
省
令
第
七

七
号
）
な
ど
。
以
下
、
同
規
則
を
「
省
令
七
七
号
」
と
い
う
）
の
規
定
に

違
反
し
て
い
る
場
合
な
ど
に
は
、
原
子
炉
の
使
用
停
止
や
そ
の
他
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
よ
う
命
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
原
子
炉
等
規
制
法
三
六
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
原
発
が
原
子

力
安
全
委
員
会
に
よ
る
耐
震
指
針
に
反
し
て
い
る
こ
と
自
体
を
根
拠
に
命

令
を
発
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
違
反
状
態
に
よ
っ
て
上
記
省
令

に
も
違
反
し
て
い
る
と
目
し
う
る
場
合
に
は
、
そ
の
こ
と
を
理
由
に
命
令

を
発
し
う
る
余
地
は
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
今
回
の
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
に
際
し
て
は
、
上
述
の
規

制
権
限
を
行
使
で
き
る
状
況
に
は
そ
も
そ
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
よ
り
広

く
一
般
論
と
し
て
見
て
み
る
と
、
原
子
炉
等
規
制
法
三
三
条
二
項
、
三
六
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条
一
項
お
よ
び
電
気
事
業
法
四
〇
条
に
基
づ
き
各
種
命
令
を
発
し
う
る
余

地
は
、
理
論
上
は
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
他
方

で
は
、
日
本
の
行
政
実
務
上
、
命
令
よ
り
も
行
政
指
導
に
よ
る
対
応
が
好

ま
れ
て
き
た
こ
と
や
、
命
令
を
発
す
る
際
に
は
行
政
庁
に
裁
量
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
が
通
例
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
実
際
に
命
令
を
発
す
る
こ
と
が

回
避
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ

も
そ
も
こ
の
問
題
の
根
底
に
は
、
種
々
の
許
認
可
を
得
て
既
に
適
法
に
操

業
し
て
い
る
事
業
者
の
事
業
の
存
続
に
対
す
る
規
制
的
介
入
の
可
否
と
い

う
難
題
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
も
今
後
の
重
要

な
課
題
と

９
）

な
る
。

㈢

規
制
当
局
と
事
業
者
と
の
関
係

さ
ら
に
、
現
状
で
は
、
事
業
者
と
規
制
当
局
と
の
二
面
的
な
関
係
を
中

心
に
し
て
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
過
程
に
お
い
て

は
、
国
民
（
と
り
わ
け
原
発
の
周
辺
に
居
住
す
る
住
民
）
に
よ
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
可
能
な
ほ
か
、
事
業
者
に
よ
る
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
の
中

間
報
告
書
の
概
要
が
、
事
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る

点
な
ど
は
歓
迎
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
に
際

し
て
、
国
民
が
何
ら
か
の
形
で
よ
り
積
極
的
に
コ
ミ
ッ
ト
で
き
る
環
境
の

整
備
も
望
ま
れ
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
事
業
者
に
よ
る

バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
に
際
し
て
、
安
全
協
定
の
関
係
者
や
周
辺
住
民
に
対
す

る
説
明
会
や
そ
の
場
で
の
意
見
陳
述
の
機
会
な
ど
を
設
け
た
う
え
で
、
事

業
者
の
ほ
う
で
そ
の
成
果
を
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
に
反
映
さ
せ
た
り
、
ま
た

い
か
に
し
て
反
映
さ
せ
た
の
か
を
再
度
関
係
者
に
説
明
な
い
し
公
示
す
る

よ
う
な
手
続
の
整
備
が
提
案
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
四
章

問
題
解
決
の
視
点

特
に
原
子
力
法
の
領
域
に
お
い
て
は
、
万
が
一
生
じ
う
る
大
規
模
な
災

害
や
事
故
に
備
え
て
、
原
子
炉
の
設
置
な
ど
の
各
種
許
認
可
の
時
点
で
、

耐
震
性
を
は
じ
め
と
し
て
、
最
新
の
知
見
を
反
映
し
た
高
度
の
安
全
性
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
問
題
は
、
既
存
の
原
発
の
運
転

に
際
し
て
、
最
新
の
知
見
を
反
映
さ
せ
た
り
、
最
新
の
知
見
に
基
づ
き
制

定
・
改
訂
さ
れ
た
技
術
基
準
等
の
内
容
の
遵
守
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
理

論
的
に
可
能
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
ま
た
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
い
か
な
る

制
度
や
方
法
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
う
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
理
論
上
は
原
子
炉
等
規
制
法
や
電
気
事
業
法
に
規

定
さ
れ
て
い
る
各
種
の
規
制
権
限
は
行
使
可
能
な
状
況
に
あ
る
一
方
で
、

実
際
に
は
こ
れ
ら
の
規
制
権
限
行
使
が
回
避
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と

は
、
前
章
で
見
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
も
う
一
点
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
電
気
事
業
法
四
〇
条
に
基
づ
く

命
令
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
年
）
四
月
二
三
日
改
訂
後

の
前
記
内
規
に
よ
っ
て
、
旧
耐
震
指
針
を
適
用
し
て
設
置
や
変
更
の
許
可

が
さ
れ
た
原
発
等
に
つ
い
て
は
、
旧
耐
震
指
針
と
の
適
合
性
が
求
め
ら
れ

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
内
規
に
し

た
が
え
ば
、
今
回
の
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
の
場
合
は
措
く
と
し
て
も
、
今
後

仮
に
新
耐
震
指
針
の
要
求
水
準
を
満
た
さ
な
い
ケ
ー
ス
が
出
て
き
て
も
、

新
耐
震
指
針
を
媒
介
に
電
気
事
業
法
四
〇
条
に
基
づ
き
省
令
六
二
号
へ
の
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適
合
命
令
を
発
す
る
こ
と
は
、
法
的
に
要
求
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
し
、

そ
も
そ
も
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

事
業
者
側
の
施
設
や
事
業
を
存
続
さ
せ
る
面
を
も
併
せ
持
つ
も
の
と
い

え
る
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
な
お
詳
細
な
検
討
を
要
す
る
が
、
さ
し
あ
た

り
、
伊
方
原
発
訴
訟
最
高
裁
判
決
（
最
判
平
成
四
年
一
〇
月
二
九
日
民
集

四
六
巻
七
号
一
一
七
四
頁
）
が
、
原
子
炉
設
置
許
可
処
分
の
取
消
訴
訟
に

お
け
る
審
理
は
、「
現
在
の
科
学
技
術
水
準
に
照
ら
し
」
行
わ
れ
る
べ
き

旨
を
言
明
し
て
い
る
こ
と
が
、
ひ
と
つ
の
参
考
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
設
置
許
可
処
分
の
取
消
訴
訟
に
お
け
る
違

法
性
判
断
の
基
準
時
の
問
題
と
も
関
連
し
て
、
最
高
裁
が
い
か
な
る
意
図

の
も
と
で
こ
の
よ
う
な
判
示
を
し
た
の
か
に
つ
い
て
盛
ん
に
議
論
が
交
わ

さ
れ
て
き
た
。
同
判
決
の
調
査
官
解
説
に
よ
れ
ば
、
最
高
裁
の
上
記
判
示

を
も
っ
て
違
法
性
判
断
の
基
準
時
と
し
て
判
決
時
説
が
採
ら
れ
た
も
の
で

は
な
い
と
し
て
い
る
が
（
い
わ
ゆ
る
科
学
的
経
験

10
）

則
説
）、
他
方
で
、
学

説
に
お
い
て
は
、
最
高
裁
の
上
記
判
示
を
肯
定
的
に
評
価
し
つ
つ
も
そ
の

整
合
的
理
解
に
は
難
色
を
示
す
も
の
や
、
原
子
炉
設
置
許
可
処
分
の
時
点

で
は
な
く
判
決
時
に
お
け
る

つ
ま
り
「
最
新
の
」

科
学
技
術
の

水
準
に
照
ら
し
て
同
処
分
の
違
法
性
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
端

的
に
最
高
裁
は
判
決
時
説
を
説
示
し
て
い
る
と
理
解
す
る
立
場
な
ど
が

11
）

あ
る
。

た
だ
、
上
記
の
い
ず
れ
の
見
方
に
与
す
る
と
し
て
も
、
原
子
炉
設
置
許

可
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
の
許
認
可
を
経
て
運
転
が
開
始
さ
れ
た
後
、
科

学
技
術
上
の
知
見
が
発
展
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
技
術
基
準
等
が
制
定
・
改

訂
さ
れ
た
場
合
に
は
、
運
転
開
始
時
点
で
事
業
者
に
遵
守
が
求
め
ら
れ
る

安
全
性
レ
ベ
ル
と
後
の
新
た
な
知
見
の
発
見
等
に
よ
っ
て
厳
格
化
さ
れ
た

こ
と
で
現
時
点
で
遵
守
が
求
め
ら
れ
る
安
全
性
レ
ベ
ル
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

埋
め
合
わ
せ
る
た
め
の
何
ら
か
の
対
応
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
点
で
は
、
大
差
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

も
ち
ろ
ん
、
原
子
力
法
の
領
域
に
限
ら
ず
、
事
業
者
は
、
許
認
可
を
得

て
適
法
に
操
業
を
し
て
い
る
限
り
で
、
そ
の
存
続
を
一
定
程
度
保
障
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
は
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
に
い
う
存

続
保
護
と
は
、
行
政
機
関
に
よ
る
許
認
可
等
の
法
的
効
果
が
及
ん
で
い
る

範
囲
内
に
限
っ
て
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
運
転
開

始
時
点
で
事
業
者
に
遵
守
が
求
め
ら
れ
る
安
全
性
レ
ベ
ル
と
後
の
新
た
な

知
見
の
発
見
等
に
よ
っ
て
厳
格
化
さ
れ
た
こ
と
で
現
時
点
で
遵
守
が
求
め

ら
れ
る
安
全
性
レ
ベ
ル
と
の
間
に
あ
る
ギ
ャ
ッ
プ
部
分
は
、
本
来
的
に
は

存
続
保
護
の
対
象
外
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
あ
る
原
発
が
、
原
子
炉
の
設
置
許
可
や
他
の
許
認
可
を
経
て

運
転
を
開
始
す
る
際
、
法
定
の
安
全
性
基
準
を
満
た
し
て
い
た
の
だ
が
、

後
に
新
た
な
科
学
的
知
見
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
伴
っ
て
新
た
な
安
全
性

基
準
が
指
針
類
に
盛
り
込
ま
れ
た
結
果
、
当
該
原
発
が
新
た
な
安
全
性
基

準
を
満
た
さ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
規
制
当
局
の
規
制
権
限
の
行

使
に
よ
る
対
処
は
可
能
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
、
事
業
者
の
存
続
保
護
利

益
に
配
慮
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
上
述
の
よ
う
に
、
各
種
許
認

可
の
な
さ
れ
た
範
囲
内
で
の
原
発
の
適
法
な
設
置
・
運
転
が
保
護
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
原
発
を
新

た
な
安
全
性
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
、
規
制
当
局
が
規
制
権
限
を
行

使
す
る
こ
と
は
、
可
能
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
う
義
務
付
け
ら
れ
る
の
で
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は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
し
た
が
え
ば
、
旧
耐

震
指
針
よ
り
高
度
の
耐
震
安
全
性
を
確
保
で
き
る
よ
う
改
訂
さ
れ
た
新
耐

震
指
針
の
内
容
（
第
二
章
を
参
照
）
を
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
電
気
事
業
法

四
〇
条
に
基
づ
い
て
省
令
六
二
号
へ
の
適
合
命
令
を
発
す
る
こ
と
自
体

は
、
理
論
上
は
問
題
が
無
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
運
転
開
始
時
点
で
事
業
者
に
遵
守
が
求
め
ら
れ
る
安
全

性
レ
ベ
ル
と
後
の
新
た
な
知
見
の
発
見
等
に
よ
っ
て
厳
格
化
さ
れ
た
こ
と

で
現
時
点
で
遵
守
が
求
め
ら
れ
る
安
全
性
レ
ベ
ル
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
部
分
を

補
塡
し
、
原
発
の
安
全
性
を
「
最
新
化
」
す
る
こ
と
の
理
論
面
の
是
非
に

つ
い
て
は
、
ク
リ
ア
さ
れ
う
る
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、
以
上
に
述
べ
た
点
は
、
原
発
の
設
置
・
運
転
の
開
始
後
に
新
た

に
科
学
的
知
見
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
新
た
に
遵
守
が
要
求
さ
れ
る

安
全
性
基
準
が
、
設
置
・
運
転
開
始
時
に
備
え
て
い
た
安
全
性
レ
ベ
ル
を

超
え
て
し
ま
う
と
判
断
さ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
判
断
が
い
か
な
る
手
続
の
も
と
で
決
さ
れ
う

る
の
か
（
決
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
）、
と
い
う
問
題
が
残
っ
て
い
る
。
現

在
の
運
用
上
は
、
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
を
経
る
こ
と
で
そ
の
よ
う
な
判
断
が

な
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
既
述
の
よ
う
に
、
原
子
力
安

全
・
保
安
院
の
「
確
認
」
や
原
子
力
安
全
委
員
会
の
「
検
討
」
は
、
事
業

者
（
お
よ
び
国
民
）
に
対
し
て
具
体
的
な
法
的
効
果
を
及
ぼ
さ
な
い
点
に

問
題
が
残
る
た
め
、
や
は
り
原
子
力
安
全
・
保
安
院
や
原
子
力
安
全
委
員

会
に
よ
る
安
全
性
評
価
の
手
続
が
整
備
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

第
五
章

諸
外
国
お
よ
び
他
産
業
に
お
け
る
概
況

第
一
節

諸
外
国
の
例

㈠

ア
メ

12
）

リ
カ

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
日
本
と
異
な
り
、
既
存
の
原
発
に
対
す
る
バ

ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
の
要
否
の
判
断
が
、
法
的
拘
束
性
を
持
っ
た
ル
ー
ル

（ru
le

）
と
し
て
明
確
に
法
制
度
化
さ
れ
て
い
る
（10C

F
R
50.109

）。
ア

メ
リ
カ
の
原
子
力
法
に
お
い
て
は
、
日
本
や
後
述
の
ド
イ
ツ
の
場
合
と
は

異
な
り
、
事
業
者
に
よ
る
定
期
検
査
の
制
度
が
構
築
さ
れ
て
い
な
い
が
、

原
子
力
規
制
委
員
会
（N

u
clea

r R
eg
u
la
to
ry C

o
m
m
issio

n
,N
R
C

）

に
よ
る
安
全
性
評
価
が
実
施
さ
れ
、
こ
の
評
価
に
基
づ
い
て
バ
ッ
ク
フ
ィ

ッ
ト
の
要
否
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
原
子
力
法
上
、
既
存
の
原
発
は
、
常
に
そ
の
都
度
の
最
高
水

準
の
安
全
性
を
充
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
く
、
基
本
的
に

は
、
そ
の
設
置
・
運
転
の
許
認
可
が
な
さ
れ
た
時
点
で
の
安
全
性
を
確
保

す
る
よ
う
維
持
さ
れ
て
い
れ
ば
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
よ
い
と
さ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
仮
に
新
た
な
科
学
的
知
見
が
後
に
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
で
、

許
認
可
当
初
の
安
全
性
確
保
措
置
の
妥
当
性
に
疑
義
が
呈
さ
れ
る
よ
う
な

場
合
に
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
は
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
と
い
う
規
制
権
限

の
行
使
に
踏
み
き
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
義
務
付
け
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
の
要
否
の
判
断
を

規
定
し
て
い
る
の
が
、10C

F
R
50.109 (a

)(4 )(ⅰ
)～

(ⅲ
)

で
あ
る
。
同

規
定
に
よ
れ
ば
、
新
た
に
法
令
が
制
定
・
改
正
さ
れ
た
際
に
、
公
衆
の
健
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康
お
よ
び
安
全
に
対
す
る
適
切
な
防
護
措
置
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と

き
等
に
は
、
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
が
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

る
。
最
低
限
必
要
と
さ
れ
る
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
る
バ

ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
で
あ
る
以
上
、
高
コ
ス
ト
を
理
由
に
そ
の
実
施
の
必
要
性

が
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
の
類
型
に
加
え
て
、
ア
メ
リ
カ
原
子

力
法
上
注
目
す
べ
き
は
、
上
記
の
よ
う
な
場
合
に
該
当
せ
ず
と
も
、
バ
ッ

ク
フ
ィ
ッ
ト
の
実
施
に
よ
っ
て
、
公
衆
の
健
康
や
安
全
、
公
共
の
安
全
・

防
護
の
レ
ベ
ル
が
高
ま
り
、
か
つ
、
こ
の
点
と
の
関
係
で
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ

ト
の
実
施
に
伴
う
直
接
・
間
接
の
コ
ス
ト
の
拠
出
が
正
当
化
さ
れ
る
場
合

に
限
っ
て
は
、
さ
ら
に
厳
格
な
安
全
性
確
保
措
置
を
求
め
る
バ
ッ
ク
フ
ィ

ッ
ト
の
実
施
も
ま
た
可
能
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（10C

F
R
50.109

a

）2

）お
よ
び

3

））。

ア
メ
リ
カ
で
法
制
度
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
安
全
性
評
価
の
基
準
や
手

続
、
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
の
要
否
の
判
断
手
続
は
、
日
本
の
原
子
力
法
制
に

は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
法
制
度
の
整
備
お
よ
び
理
論
の
精

緻
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
点
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
原
子

力
法
の
制
度
や
議
論
を
よ
り
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

㈡

ド

13
）

イ
ツ

こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
（N

a
ch
-

ru
s

14
）

tu
n
g

）
や
そ
の
要
否
の
判
断
に
関
す
る
体
系
的
な
制
度
は
存
在
せ

ず
、
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
に
つ
い
て
定
め
る
（
ま
た
は
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
と

関
連
す
る
）
規
定
と
し
て
、
許
可
の
取
消
し
・
撤
回
、
事
後
命
令
、
事
後

負
担
（n

a
ch
tra
g
lich

e A
u
fla
g
e
：

許
認
可
時
で
は
な
く
事
後
的
に
附

款
と
し
て
の
負
担
を
発
す
る
こ
と
。
ド
イ
ツ
原
子
力
法
上
の
バ
ッ
ク
フ
ィ

ッ
ト
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
事
後
負
担
を
発
す
る
こ
と
の
可
否
を
中
心
に
展

開
さ
れ
て
き
た
。）
に
関
す
る
規
定
や
こ
れ
ら
の
際
の
補
償
の
要
否
に
関

す
る
規
定
が
個
別
的
に
存
在
す
る
だ
け
で
あ
る
（
ド
イ
ツ
原
子
力
法
一
七

条
〜
一
九
条
）。
ま
た
、
こ
う
し
た
規
制
権
限
の
行
使
の
契
機
と
な
り
う

る
制
度
と
し
て
、
定
期
検
査
の
実
施
が
法
定
さ
れ
て
い
る
（
一
九
ａ
条
）。

た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
財
産
権
や
事
業
の
存
続
の
保
障
と
公
共
の

福
祉
と
の
緊
張
関
係
が
夙
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
ド
イ
ツ
法
の
伝
統
的
枠
組

み
を
反
映
し
て
か
、
こ
う
し
た
規
制
権
限
の
行
使
に
は
消
極
的
で
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

原
子
炉
設
置
許
可
な
ど
の
行
政
決
定
の
内
容
の
基
礎
と
な
っ
た
安
全
性

に
関
す
る
評
価

ド
イ
ツ
原
子
力
法
上
の
議
論
で
は
こ
れ
を
「
安
全
性

哲
学
（S

ich
erh

eitsp
h
ilo
so
p
h
ie

）」
と
呼
ぶ

を
規
制
当
局
が
科
学

的
根
拠
な
し
に
変
更
す
る
よ
う
な
場
合
、
上
記
の
規
制
権
限
を
行
使
す
る

こ
と
（
特
に
名
宛
人
に
と
っ
て
侵
害
性
の
強
い
撤
回
）
に
つ
い
て
は
、
否

定
的
な
い
し
消
極
的
な
見
解
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
原
発
等
に
対
し
て

既
存
の
安
全
性
・
リ
ス
ク
規
制
措
置
よ
り
も
ベ
タ
ー
な
措
置
を
採
り
う
る

と
い
う
理
由
だ
け
で
、
適
法
な
設
置
・
運
転
を
続
け
る
事
業
者
に
対
し
て

そ
の
よ
う
な
規
制
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
不
可
能
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
子
炉
の
設
置
許
可
や
運
転

後
に
原
子
力
工
学
等
の
発
展
に
よ
っ
て
新
た
な
科
学
的
知
見
が
生
み
出
さ

れ
た
場
合
に
は
、
当
初
の
原
子
炉
設
置
許
可
の
時
点
で
判
断
さ
れ
て
当
該

許
可
処
分
の
内
容
と
さ
れ
て
い
る
リ
ス
ク
規
制
の
水
準
も
、
こ
の
新
た
な
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知
見
へ
と
適
合
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で

は
規
制
権
限
の
行
使
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
下
位
規
範
の
改
訂
に
伴
う
規
制
権
限

行
使
の
可
否
の
問
題
と
も
通
じ
て
お
り
、
下
位
規
範
の
改
訂
に
よ
っ
て
既

存
の
原
発
に
つ
い
て
当
該
基
準
へ
の
適
合
義
務
が
直
ち
に
生
じ
る
わ
け
で

は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
該
基
準
が
行
政
規
則
や
民
間

規
程
の
場
合
に
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
規
制
当
局
に
よ
る
許
認
可
の
付

与
や
事
後
命
令
と
い
っ
た
「
下
位
規
範
の
内
容
の
具
体
化
・
適
用
行
為
」

が
な
さ
れ
て
初
め
て
、
事
業
者
は
そ
れ
ら
の
内
容
の
遵
守
を
法
的
に
義
務

付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
許
可
を
付
与
さ
れ
た
時
点
で
の
安

全
性
・
リ
ス
ク
規
制
レ
ベ
ル
の
確
保
が
義
務
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
ま

た
そ
の
限
り
で
の
み
上
記
の
よ
う
な
規
制
権
限
を
発
動
で
き
る
と
さ
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
の
下
位
規
範
の
改
訂
が
、
上
述
の
よ
う
な
規

制
権
限
の
行
使
を
可
能
と
す
る
内
容
の
改
訂
で
あ
る
の
か
否
か
を
判
断
す

る
必
要
が
あ
る
。

た
だ
し
、
実
際
上
は
、
上
述
し
た
規
制
権
限
に
よ
る
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト

が
行
わ
れ
る
こ
と
は
無
く
、
事
業
者
と
規
制
当
局
が
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
に

協
議
を
行
っ
た
り
、
事
業
者
自
身
が
多
大
な
経
済
的
コ
ス
ト
を
捻
出
し
て

「
自
主
的
に
」
最
新
の

し
か
し
当
該
の
事
業
者
に
は
本
来
的
に
は
そ

の
遵
守
を
義
務
付
け
ら
れ
な
い

基
準
へ
の
適
合
を
図
り
、
規
制
当
局

も
こ
れ
に
同
意
（A

b
stim

m
u
n
g

）
を
示
す
と
い
っ
た
運
用
が
な
さ
れ
て

き
た
よ
う
で
あ
る
（
し
た
が
っ
て
、
そ
の
点
で
ま
た
、
ド
イ
ツ
原
子
力
法

に
規
定
さ
れ
て
い
る
補
償
規
定
も
活
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
存
在
意
義

を
め
ぐ
っ
て
は
賛
否
双
方
の
見
解
が
見
ら

15
）

れ
る
）。

ド
イ
ツ
で
は
、
二
〇
〇
二
年
に
原
子
力
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
原
発
を

今
後
新
設
し
な
い
こ
と
と
併
せ
て
、
既
存
の
原
発
は
将
来
的
に
は
廃
止
す

る
方
向
で
適
法
に
運
転
さ
せ
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
点

に
関
し
て
見
れ
ば
日
本
と
は
状
況
を
異
に
す
る
が
、
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
が

最
重
要
の
課
題
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
体
系
的
か
つ
実
践
的
な
制
度
が

構
築
さ
れ
て
お
ら
ず
、
行
政
指
導
や
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
協
議
に
よ
っ
て

対
応
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
に
つ
い
て
は
、
日
本
と
大
同
小
異
か
と
思

わ

16
）

れ
る
。第

二
節

他
産
業

17
）

の
例

㈠

建
築
法
・
都
市
法
分
野

新
た
に
制
定
な
い
し
改
正
さ
れ
た
法
令
が
、
既
存
の
施
設
や
事
業
に
そ

も
そ
も
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
場
合
が
あ
る
（
し
た
が
っ
て
、
そ
の
点
で

は
、
規
制
権
限
の
行
使
の
可
否
と
は
、
問
題
を
異
に
す
る
面
が
あ
る
）。

そ
の
よ
う
な
規
定
を
多
く
有
し
て
い
る
法
分
野
と
し
て
、
建
築
法
や
都
市

法
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
建
築
基
準
法
三
条
二
項
は
、「
こ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ

く
命
令
若
し
く
は
条
例
の
規
定
の
施
行
又
は
適
用
の
際
現
に
存
す
る
建
築

物
若
し
く
は
そ
の
敷
地
又
は
現
に
建
築
、
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
の
工
事

中
の
建
築
物
若
し
く
は
そ
の
敷
地
が
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
せ
ず
、
又
は

こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
し
な
い
部
分
を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

建
築
物
、
建
築
物
の
敷
地
又
は
建
築
物
若
し
く
は
そ
の
敷
地
の
部
分
に
対

し
て
は
、
当
該
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。」
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
既
存
不
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適
格
建
築
物
の
存
続
を
規
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
条
３
項
に
所

定
の
場
合
を
除
き
、
あ
る
建
築
物
の
建
築
後
に
法
令
が
改
正
さ
れ
て
も
、

当
該
建
築
物
に
対
し
て
は
、
改
正
後
の
法
令
を
遵
守
す
る
よ
う
命
令
等
の

権
限
発
動
が
な
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
一
般
の
住

宅
等
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）
を
境
に
新
耐
震
基
準

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
同
基
準
の
施
行
前
に
建
築
さ
れ
た
建

築
物
に
つ
い
て
は
、
同
基
準
を
満
た
す
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
仮
に
行
政
機
関
が
改
正
後
の
法
令
を
遵
守
す
る
よ
う
求
め
る
の
で

あ
れ
ば
、
行
政
指
導
や
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
協
議
に
よ
っ
て
対
応
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
上
記
の
点
と
関
連
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
一
九
八
一
年
（
昭
和
五

六
年
）
よ
り
前
に
建
築
さ
れ
た
一
定
規
模
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
耐
震

性
を
改
善
す
る
た
め
、
建
築
物
耐
震
改
修
促
進
法
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等

の
所
有
者
に
よ
る
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
の
実
施
が
努
力
義
務
と
し

て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
近
時
、
そ
の
作
業
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か

し
、
地
方
公
共
団
体
か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
等
所
有
者
に
補
助
金
が
支
給
さ
れ

る
と
し
て
も
、
な
お
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
の
実
施
に
は
多
額
の
費

用
を
必
要
と
す
る
こ
と
等
か
ら
、
実
際
の
進
捗
状
況
は
必
ず
し
も
芳
し
く

な
い
と
い
う
状
況
も
あ
る
よ
う
で
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あ
る
。

さ
ら
に
、
建
築
基
準
法
上
、
幅
員
が
四
メ
ー
ト
ル
以
上
な
け
れ
ば
同
法

の
道
路
に
は
該
当
し
な
い
が
（
四
二
条
一
項
）、
同
条
二
項
に
よ
れ
ば
、

既
存
の
建
築
物
が
立
ち
並
ん
で
い
る
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
未
満
の
道
で
、
特

定
行
政
庁
の
指
定
し
た
も
の
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の

道
路
と
み
な
さ
れ
（
同
条
二
項
。
い
わ
ゆ
る
「
二
項
道
路
」
ま
た
は
「
み

な
し
道
路
」）、
当
該
建
築
物
の
増
改
築
時
に
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
幅
員
を

確
保
で
き
る
よ
う
、
建
築
物
や
敷
地
を
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
す
る
よ
う
求
め
ら

れ
る
に
と
ど
ま
る
。
将
来
や
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
建
築
物
の
増
改
築
の
際

に
確
実
に
法
令
の
遵
守
を
達
成
で
き
る
仕
組
み
が
採
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。上

記
の
例
か
ら
は
、
建
築
法
・
都
市
法
の
分
野
に
お
い
て
は
、
既
存
の

建
築
物
に
対
し
て
新
た
な
法
令
の
遵
守
を
義
務
付
け
る
こ
と
に
消
極
的
で

あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
個
人
の
財
産
権
の
保
障
が
強
く
求
め
ら
れ
る
と
い

う
点
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

㈡

環
境
法
分
野

土
壌
汚
染
は
、
環
境
へ
の
蓄
積
性
が
特
に
大
き
な
問
題
と
な
る
た
め
、

法
令
の
制
定
な
い
し
改
正
を
ま
た
い
で
、
そ
の
除
去
の
為
の
規
制
的
措
置

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
土
壌
汚
染
対
策
法
上
、
土
壌
汚
染
の
除
去

の
為
の
命
令
（
七
条
）
は
、
同
法
施
行
前
の
行
為
に
起
因
す
る
土
壌
汚
染

が
同
法
施
行
後
の
現
在
も
な
お
存
在
し
て
い
る
場
合
に
も
、
遡
及
的
に
発

せ
ら
れ
う
る
と
さ
れ
る
（
い
わ
ゆ
る
不
真
正
遡
及
）。
た
だ
し
、
そ
の
為

の
体
系
的
な
制
度
化
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

他
方
、
大
気
汚
染
防
止
法
や
水
質
汚
濁
防
止
法
に
よ
り
規
制
さ
れ
る
典

型
的
な
環
境
汚
染
施
設
や
廃
棄
物
処
理
施
設
な
ど
に
つ
い
て
も
、
遵
守
す

べ
き
技
術
基
準
等
が
省
令
等
の
な
か
で
具
体
的
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
こ
う
し
た
技
術
基
準
が
改
正
さ
れ
る
（
厳
格
化
さ
れ
る
）
こ
と
は

往
々
に
し
て
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
改
正
後
の
技
術
基
準
が
既
存
の
施
設

に
適
用
さ
れ
る
か
否
か
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
法
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分
野
に
お
い
て
は
、
改
正
後
の
技
術
基
準
の
附
則
部
分
で
経
過
措
置
が
設

け
ら
れ
（
そ
の
他
法
律
に
お
い
て
明
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
）、
一
定
期

間
経
過
後
に
は
、
既
存
施
設
に
対
し
て
も
、
改
正
後
の
技
術
基
準
の
遵
守

義
務
が
定
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
既
存
施
設
が
改
正
後
の

技
術
基
準
に
反
し
て
い
れ
ば
、
行
政
指
導
に
よ
る
対
応
（
例
え
ば
、
大
防

法
一
五
条
、
水
濁
法
一
三
条
の
三
な
ど
）
の
他
、
最
終
的
に
は
命
令
が
発

せ
ら
れ
（
例
え
ば
、
大
防
法
一
四
条
、
水
濁
法
一
三
条
、
廃
棄
物
処
理
法

九
条
の
二
、
一
四
条
の
三
な
ど
）、
技
術
基
準
へ
の
適
合
性
が
確
保
さ
れ

て
い
く
こ
と
と
な
る
。
例
え
ば
、
廃
棄
物
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
い
わ

ゆ
る
維
持
管
理
基
準
（「
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物

の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
」、
総
理
府
・
厚

生
省
令
第
一
号
）
が
一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）
に
制
定
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
幾
多
に
わ
た
り
改
正
が
さ
れ
て
き
た
が
、
改
正
後
の
同
基
準
が
既
存

施
設
に
適
用
さ
れ
る
か
否
か
は
、
そ
の
都
度
の
附
則
の
定
め
に
よ
る
と
こ

ろ
と
な
る
。
仮
に
改
正
後
の
同
基
準
を
既
存
施
設
に
も
適
用
す
る
と
い
う

場
合
に
は
、
通
常
、
経
過
措
置
規
定
が
置
か
れ
、
既
存
施
設
に
対
し
て
は

当
該
期
間
経
過
後
に
初
め
て
当
該
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
既

存
施
設
が
改
正
後
の
技
術
基
準
を
遵
守
し
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
規
制
当

局
に
よ
る
行
政
指
導
を
は
じ
め
、
最
終
的
に
は
是
正
措
置
や
許
可
の
撤
回

と
い
っ
た
規
制
権
限
が
行
使
さ
れ
、
改
正
基
準
の
遵
守
が
図
ら
れ
る
こ
と

と
な
る
。
た
だ
し
、
実
際
上
は
、
規
制
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
に
は
消
極

的
な
よ
う
で
あ
る
（
こ
の
点
は
、
環
境
法
の
場
合
の
み
な
ら
ず
、
広
く
行

政
実
務
一
般
に
当
て
は
ま
る
こ
と
で
は
あ
ろ
う
が
）。
他
方
、
経
過
措
置

規
定
の
な
か
で
、
技
術
基
準
が
改
正
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
既
存
施

設
に
は
な
お
改
正
前
の
規
定
が
適
用
さ
れ
続
け
る
旨
が
定
め
ら
れ
る
場
合

も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
改
正
前
の
技
術
基
準
を
遵

守
さ
せ
る
た
め
の
規
制
権
限
の
行
使
は
可
能
で
あ
る
が
、
仮
に
規
制
当
局

が
、
既
存
施
設
に
対
し
て
改
正
後
の
技
術
基
準
の
内
容
を
確
保
さ
せ
よ
う

と
す
る
な
ら
ば
、
行
政
指
導
や
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
協
議
な
ど
を
用
い

て
、
既
存
施
設
の
事
業
者
の
「
自
主
的
な
」
対
応
に
任
せ
る
ほ
か
無
い
。

た
だ
し
、
あ
る
施
設
が
既
に
設
置
・
操
業
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
新

た
に
法
律
や
技
術
基
準
が
制
定
（
な
い
し
改
正
）
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
ら

が
既
存
施
設
の
操
業
者
に
と
っ
て
特
に
不
利
益
を
強
い
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
通
常
、
既
存
施
設
に
対
し
て
は
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
例
え
ば
、
廃
棄
物
処
理
施
設
に
関
す
る
上
記
の
維
持
管
理
基
準
が
制

定
さ
れ
た
際
の
附
則
に
お
い
て
は
、
既
存
の
施
設
に
対
し
て
、
こ
れ
を
適

用
し
な
い
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
（
二
条
、
三
条
）。
施
設
の
設
置
・
操

業
後
に
新
た
に
制
定
さ
れ
た
技
術
基
準
を
遡
及
的
に
適
用
す
る
運
用
は
採

ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
規
制
当
局
が
、
維
持
管

理
基
準
の
制
定
前
か
ら
設
置
・
操
業
さ
れ
て
い
る
廃
棄
物
処
理
施
設
に
対

し
て
維
持
管
理
基
準
の
内
容
を
確
保
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り

規
制
権
限
の
行
使
は
不
可
能
で
あ
り
、
行
政
指
導
や
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な

協
議
な
ど
を
用
い
て
、
既
存
施
設
の
事
業
者
の
「
自
主
的
な
」
対
応
に
任

せ
る
ほ
か
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無
い
。

㈢

防
災
関
係
法
分
野

二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）
の
消
防
法
改
正
に
よ
り
、
一
般
の
住
居

等
に
つ
い
て
も
、
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
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と
と
な
っ
た
（
九
条
の
二
）。
同
法
の
改
正
に
よ
り
、
新
改
築
さ
れ
る
住

居
等
に
つ
い
て
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の

は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
（
二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）
六
月
一
日
よ

り
義
務
化
）。
し
か
し
、
同
改
正
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
市
町
村
ご
と
に

条
例
で
定
め
る
期
日
（
例
え
ば
、
東
京
都
で
は
、
稲
城
市
、
東
久
留
米
市

お
よ
び
諸
島
町
村
を
除
き
、
二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
年
）
四
月
一
日
）

よ
り
、
既
存
の
一
般
住
居
等
に
つ
い
て
も
、
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
よ

う
義
務
付
け
て
い
る
点
に
そ
の
特
色
が
あ
る
が
、
そ
の
反
面
、
既
存
の
住

居
等
に
対
す
る
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
の
違
反
に
つ
い
て
は
、
罰
則
は

定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
実
際
に
は
、
火
災
警
報
器
の
設
置
が

済
ん
で
い
な
い
住
居
等
に
つ
い
て
、
例
え
ば
そ
の
増
改
築
の
際
に
火
災
警

報
器
の
設
置
を
求
め
る
行
政
指
導
が
な
さ
れ
た
り
、
設
置
が
済
む
ま
で
は

建
築
確
認
を
留
保
し
た
り
と
い
っ
た
運
用
も
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
少
な
く
と
も
建
前
上
は
、
罰
則
に
よ
っ
て
義
務
履
行
の
確
保
が
図

ら
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
規
定
の
仕
方
が
採
ら
れ
た
理
由

の
ひ
と
つ
と
し
て
は
、
個
人
の
財
産
権
保
障
が
重
視
さ
れ
る
一
般
住
居
等

が
規
律
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
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う
か
。

ま
た
、
二
〇
〇
七
年
（
平
成
一
九
年
）
に
東
京
都
渋
谷
区
の
温
泉
施
設

に
お
い
て
生
じ
た
大
規
模
な
爆
発
事
故
を
ひ
と
つ
の
契
機
と
し
て
、
同
年

に
温
泉
法
が
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
同
法
の
目
的
規
定

（
一
条
）
に
は
、
温
泉
採
取
等
に
伴
い
発
生
す
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ

る
災
害
の
防
止
と
い
う
観
点
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
が
、
こ
の
新
た
な
目

的
を
具
体
化
す
る
形
で
、
従
来
の
温
泉
掘
削
の
許
可
制
度
（
三
条
）
に
加

え
て
、
温
泉
の
採
取
に
関
す
る
許
可
制
度
（
一
四
条
の
二
）
が
新
設
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
詳
細
な
規
律
は
、
新
た
に
制
定
さ
れ
る
環
境
省
令
に

お
い
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
改
正
さ
れ
た
同
法
施
行

規
則
（
平
成
二
〇
年
五
月
二
八
日
環
境
省
令
第
五
号
。
施
行
は
同
年
一
〇

月
一
日
）
の
附
則
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
、
既
に
温
泉
を
採
取
し
て
い
る
者

に
つ
い
て
は
、
一
年
六
ヶ
月
間
の
猶
予
の
後
に
一
定
の
技
術
基
準
を
適
用

す
る
と
す
る
経
過
措
置
が
採
ら
れ
て
い
た
り
（
三
条
）、
ま
た
既
に
可
燃

性
天
然
ガ
ス
発
生
設
備
の
あ
る
室
内
で
火
気
使
用
設
備
等
を
使
用
し
て
い

る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
設
備
の
廃
止
ま
で
は
一
定
の
技
術
基
準
を
適
用

し
な
い
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
五
条
）。
な
お
、
東
京
都
で
は
、
上
記

の
爆
発
事
故
を
受
け
て
、
温
泉
法
お
よ
び
同
法
施
行
規
則
の
改
正
・
施
行

に
先
立
ち
、
既
存
の
温
泉
施
設
に
対
し
て
行
政
指
導
を
行
な
い
、
安
全
性

の
確
保
・
向
上
に
努
め
て
い
た
が
、
こ
の
段
階
で
規
制
権
限
の
行
使
を
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
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っ
た
。

㈣

小

括

上
記
の
例
だ
け
か
ら
総
括
を
す
る
こ
と
は
早
計
で
あ
る
が
、
上
記
の
い

ず
れ
の
例
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
は
、
体
系
的
な
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
や

バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
の
制
度
は
法
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

建
築
法
・
都
市
法
分
野
で
は
、
そ
も
そ
も
既
存
の
建
築
物
等
に
法
令
が
適

用
さ
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
他
、
経
過
措
置
規
定
を
も
っ
て
既

存
の
施
設
等
に
法
令
の
定
め
が
適
用
さ
れ
る
場
合
も
、
安
全
性
評
価
手
続

や
こ
れ
に
基
づ
く
規
制
権
限
行
使
の
要
否
判
断
等
は
整
備
さ
れ
て
い
な

い
。
法
律
や
省
令
に
設
け
ら
れ
る
経
過
措
置
規
定
の
内
容
に
よ
っ
て
、
既
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存
の
施
設
や
事
業
者
に
対
し
て
制
定
・
改
正
後
の
法
令
の
規
定
が
一
般
的

に
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
と
い
う
点
で
、
省
令
等
の
他
に
指
針
類

が
多
く
活
用
さ
れ
て
い
る
原
発
を
め
ぐ
る
現
状
と
は
異
な
る
も
の
の
、
上

記
の
例
に
お
い
て
体
系
的
な
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
や
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
の
実

施
や
制
度
化
が
回
避
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
規
制
権
限
の
行
使

よ
り
行
政
指
導
や
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
協
議
等
に
よ
る
対
応
が
好
ま
れ
て

き
た
と
い
う
従
来
の
行
政
実
務
や
、
や
は
り
法
令
の
遡
及
適
用
や
そ
の
具

体
化
行
為
と
し
て
の
規
制
権
限
行
使
と
個
人
の
財
産
権
や
事
業
活
動
の
継

続
の
保
障
と
の
関
係
な
ど
を
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
六
章

問
題
解
決
に
向
け
て

そ
れ
で
は
、
い
か
な
る
方
向
性
の
下
で
、
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
な
い
し
バ

ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
現
状
を
改
善
し
、
体
系
的
な
制
度
化
を
図
っ
て

い
く
べ
き
だ
ろ
う
か
。
ま
だ
具
体
性
に
は
乏
し
い
も
の
の
、
こ
こ
で
は
、

さ
し
あ
た
り
以
下
の
こ
と
を
想
起
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
ひ
と
つ
に
は
、
現
行
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
既
存
の
制
度

と
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
や
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
の
実
施
体
制
を
よ
り
有
機
的
に

結
合
さ
せ
、
各
種
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
場
合

に
、
規
制
権
限
を
行
使
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
る
制
度
構
築
を
図
り
、
定
期

的
に
原
発
の
耐
震
性
等
の
審
査
を
実
施
す
る
「
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」
を

経
由
す
る
よ
う
な
実
効
的
な
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
、
手
近
か
つ
可
能
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
現
在
の
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
の
運
用
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、「
確
認
」
や
「
検
討
」
と
い
っ
た
法
的
性
格
の
不
明
確
な
安
全
性
評

価
手
続
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
、
一
般
的
に

は
、
原
発
の
耐
震
性
に
不
備
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
電
気
事
業
法
四

〇
条
に
よ
る
技
術
基
準
適
合
命
令
を
発
す
る
こ
と
自
体
は
、
制
度
上
可
能

で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
（
ま
た
、
私
見
と
し
て
は
、
第
四
章
で
も
前

述
し
た
よ
う
に
、
旧
耐
震
指
針
に
基
づ
き
設
置
・
運
転
が
行
わ
れ
て
い
る

原
発
に
対
し
て
新
耐
震
指
針
の
内
容
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
同
条
の
命
令

を
発
す
る
こ
と
も
、
理
論
的
に
は
可
能
で
あ
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
）。

し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
定
期
検
査
（
電
気
事
業
法
五
四
条
）
に
よ
っ
て

耐
震
性
の
制
度
に
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
体
制
を
組
み
込
み
、
そ
の
結

果
と
し
て
不
備
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
新
た
に
制
定
・
改
正
さ
れ
た

指
針
類
へ
の
適
合
を
命
じ
る
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
の
実
施
を
行
政
庁
に
要
求

す
る
（
義
務
付
け
る
）
体
制
を
明
定
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い

は
、
原
発
内
の
設
備
変
更
に
伴
う
工
事
計
画
認
可
（
電
気
事
業
法
四
七

条
）
の
前
段
階
に
同
様
の
仕
組
み
を
組
み
込
ん
だ
体
制
も
想
起
し
う
る
。

こ
の
場
合
、
定
期
検
査
な
い
し
工
事
計
画
認
可
の
前
段
階
に
お
い
て
、

現
在
の
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
に
相
当
す
る
審
査
を
行
う
よ
う
制
度
設
計
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
際
に
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
こ
の
審

査
を
行
っ
た
う
え
で
、
ア
メ
リ
カ
の
原
子
力
法
に
お
い
て
見
ら
れ
た
よ
う

に
、
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
の
実
施
義
務
の
有
無
を
判
断
し
た
り
、
既
存
原
発

の
改
善
や
最
新
化
に
伴
う
コ
ス
ト
／
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
比
較
衡
量

こ

れ
を
い
か
な
る
基
準
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
か
と
い
う
問
題
は
も
ち
ろ
ん

存
在
す
る
が

を
行
い
、
規
制
当
局
に
よ
る
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
の
実
施

の
要
否
に
つ
い
て
法
的
効
果
を
も
っ
て
判
断
す
る
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ

と
で
あ
る
。
仮
に
こ
う
し
た
仕
組
み
が
採
ら
れ
れ
ば
、
当
該
の
原
発
の
安
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全
性
レ
ベ
ル
が
法
的
に
確
定
さ
れ
、
改
善
・
最
新
化
が
不
要
と
判
断
さ
れ

れ
ば
、
事
業
者
は
滞
り
な
く
運
転
を
継
続
し
て
い
け
る
し
、
改
善
・
最
新

化
が
必
要
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
規
制
当
局
は
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
を
実
施
す

る
も
の
と
し
、
事
業
者
は
改
善
・
最
新
化
を
法
的
に
義
務
付
け
ら
れ
る
こ

と
と
な
る
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
方
向
性
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
点
も
存
す

る
。
ま
ず
、
定
期
検
査
は
一
年
に
一
回
の
頻
度
で
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
定
期
検
査
が
実
施
さ
れ
た
結
果
、
比
較
的
小
規
模
な
問
題
点
や

短
期
的
視
点
か
ら
の
改
善
点
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
是
正

を
図
る
べ
く
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
を
早
急
に
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
が
可
能

で
あ
ろ
う
し
、
現
実
的
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
原
発
の
安
全
性
を
脅
か

す
ほ
ど
の
大
規
模
地
震
の
発
生
確
率
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
と
予
測
し

う
る
点
、
原
発
の
耐
震
性
は
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
確
保
が
図
ら
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
点
な
ど
に
鑑
み
れ
ば
、
仮
に
定
期
検
査
を
実
施
し
て

不
備
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
も
、
そ
の
改
善
に
は
大
規
模
な
措
置
が
必
要

に
な
り
、
し
か
も
当
該
の
不
備
の
改
善
期
間
中
に
原
発
の
運
転
を
停
止
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
事
業
者
に
対
す
る
負
担

は
大
き
な
も
の
と
な
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
既
存
の
定
期
検
査
制
度
お

よ
び
技
術
基
準
適
合
命
令
に
よ
っ
て
、
原
発
の
耐
震
性
の
確
保
・
改
善
を

図
る
こ
と
は
、
適
当
で
な
い
面
も
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
中
長
期

的
な
視
点
か
ら
原
発
の
耐
震
性
を
確
保
・
改
善
し
て
い
く
に
は
、
保
安
活

動
の
実
施
状
況
や
最
新
の
知
見
の
反
映
状
況
を
一
〇
年
未
満
ご
と
に
チ
ェ

ッ
ク
す
る
定
期
安
全
レ
ビ
ュ
ー
の
制
度
（
例
え
ば
省
令
七
七
号
一
五
条
の

二
）
を
土
台
と
し
て
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
を
実
施
す
る
よ
う
な
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
の
ほ
う
が
、
可
能
か
つ
現
実
的
と
い
え
よ
う
か
。

他
方
、
上
記
の
よ
う
に
、
既
存
の
制
度
へ
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
や
バ
ッ
ク

フ
ィ
ッ
ト
の
実
施
体
制
を
組
み
込
む
と
い
う
方
向
性
と
は
別
に
、（
省
令

の
み
な
ら
ず
）
指
針
や
民
間
規
程
自
体
へ
の
適
合
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
権
限
規
定
を
法
定
す
る
と
い
う
方
途
も
あ
り
う
る
。
そ
の
際
に

は
、
指
針
や
民
間
規
程
の
法
的
位
置
付
け
や
そ
の
手
続
を
よ
り
明
確
化
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
根
拠
規
定
を
設
け
て
も
規
制
権
限
が
行
使

さ
れ
る
こ
と
は
多
く
な
く
、
結
局
は
行
政
指
導
や
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
協

議
に
よ
っ
て
対
応
さ
れ
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
行
政
実
務
が
繰
り
返
さ
れ

る
可
能
性
が
多
分
に
あ
る
た
め
、
こ
の
問
題
点
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
点
と
の
関
連
で
は
、
規
制
権
限
の
行
使
に
伴
う
補
償
制
度
や
、

通
常
の
規
制
権
限
の
行
使
よ
り
も
ソ
フ
ト
な
手
法
の
導
入
に
つ
い
て
も
、

検
討
す
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
後
者
の
点
に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
、
危
険
の
発
生
が
明
ら
か
で
は
な
い
段
階
に
お
い
て
も
暫
定

的
な
規
制
権
限
の
行
使
を
可
能
な
ら
し
め
る
「
仮
の
行
政
処
分
」
の
制
度

（
日
本
に
お
け
る
法
定
例
と
し
て
、
違
法
建
築
物
の
使
用
の
禁
止
・
制
限

に
関
す
る
建
築
基
準
法
九
条
七
項
な
ど
）
を
原
子
炉
等
規
制
法
に
導
入
す

る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
原
子
炉
の
設
置
許
可
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
許
認
可
の
際
に
付
さ
れ
る
附
款
も
ま
た
、
そ
の
活
用

の
仕
方
次
第
で
有
用
で
あ
ろ
う
が
、
と
り
わ
け
日
本
で
は
具
体
的
に
制
度

化
さ
れ
て
い
る
例
が
無
い
、
附
款
と
し
て
の
「
事
後
負
担
」
の
制
度
化
も

検
討
さ
れ
て
よ
い
だ

22
）

ろ
う
。

１
）

た
だ
し
、
筆
者
個
人
と
し
て
は
、
今
日
お
よ
び
今
後
の
行
政
法
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や
環
境
法
に
お
い
て
、
人
体
や
自
然
環
境
に
負
荷
を
与
え
る
活
動
を

新
た
に
事
前
に
規
制
す
る
手
法
（
そ
の
典
型
例
が
許
可
制
で
あ
る
）

の
重
要
性
は
失
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
有
限
な
環

境
資
源
の
「
配
分
」
を
可
能
に
す
る
事
前
規
制
手
法
（
許
可
制
）
の

在
り
方
や
、
こ
う
し
た
事
前
規
制
手
法
が
本
稿
で
後
に
触
れ
ら
れ
る

事
後
規
制
手
法
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
立
つ
の
か
と
い
っ
た
点
に
つ

い
て
は
、
筆
者
個
人
と
し
て
も
大
き
な
関
心
を
抱
い
て
お
り
、
今
後

他
の
機
会
に
よ
り
詳
細
な
検
討
を
行
う
所
存
で
あ
る
。

ま
た
、
本
文
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
は
、
伝
統
的
な
規
制
的
手
法

を
用
い
ず
に
適
法
・
適
切
な
事
業
活
動
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
の
重
要

性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
通
常
の
営
利
目
的
で
行
わ

れ
る
事
業
活
動
と
公
益
目
的
を
多
分
に
有
す
る
電
気
事
業
と
は
一
定

程
度
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
後
者
の
う
ち
で
も
特
に
原
発
の
設

置
・
運
転
な
ど
に
つ
い
て
は
、
規
制
的
手
法
が
整
然
と
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
重
要
か
つ
有
用
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

２
）

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁H

P

を
参
照
（h

ttp
: //w

w
w
.en
ech

o
.

m
eti.g

o
.jp
/fa

q
/ja
p
a
n
/q
02.h

tm

）。

３
）

規
制
権
限
の
行
使
の
可
否
を
論
点
と
す
る
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
の

問
題
と
大
き
く
関
連
す
る
も
の
の
問
題
性
を
や
や
異
に
す
る
も
の
と

し
て
、
行
政
法
規
が
そ
も
そ
も
遡
及
的
に
適
用
さ
れ
る
か
否
か
と
い

う
論
点
が
あ
る
（
な
お
、
法
令
の
遡
及
適
用
が
否
定
さ
れ
る
例
と
し

て
は
、
後
述
の
第
五
章
第
二
節
を
参
照
）。
近
時
の
行
政
法
教
科
書

な
ど
に
お
い
て
は
、
行
政
法
規
の
遡
及
適
用
の
可
否
が
詳
述
さ
れ
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
田
中
二
郎
博
士
は
、
そ
の
著
書
『
行
政

法
総
論
〔
法
律
学
全
集
六
〕』（
有
斐
閣
、
一
九
五
七
年
）
一
六
三
頁

以
下
に
お
い
て
、
以
下
の
旨
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
通
常
、

行
政
法
規
は
、
そ
の
効
力
の
発
生
前
に
終
決
し
た
事
実
に
対
し
て
は

適
用
さ
れ
な
い
が
、
継
続
的
事
実
に
対
し
て
は
、
そ
の
適
用
は
妨
げ

ら
れ
な
い
（
そ
う
で
な
け
れ
ば
当
該
行
政
法
規
の
改
正
の
趣
旨
が
没

却
し
て
し
ま
う
）。
た
だ
し
、
新
た
な
行
政
法
規
を
継
続
的
事
実
に

対
し
て
適
用
す
る
場
合
も
、
そ
れ
は
無
制
限
で
は
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、「
法
治
主
義
の
原
理
に
反
し
、
個
人
の
権
利
・
自
由
に
不
当
の

侵
害
を
与
え
、
法
律
生
活
の
安
定
を
脅
か
す
こ
と
に
な
る
」
か
ら
で

あ
る
。「
従
っ
て
、
そ
れ
は
、
そ
う
し
た
こ
と
の
予
測
可
能
性

（B
erech

en
b
a
rk
eit

）
を
前
提
と
し
、
し
か
も
、
個
人
の
権
利
・

自
由
の
合
理
的
保
障
の
要
求
と
実
質
的
に
調
和
し
得
る
限
り
に
お
い

て
の
み
許
さ
れ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
」
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

４
）

本
稿
は
、
東
京
大
学
の
原
子
力
法
制
研
究
会
・
社
会
と
法
制
度

設
計
分
科
会
（
座
長
：
城
山
英
明
教
授
）
に
お
い
て
筆
者
が
行
っ
た

報
告
と
そ
こ
で
交
わ
さ
れ
た
議
論
お
よ
び
交
告
尚
史
教
授
（
東
京
大

学
）
か
ら
の
御
助
言
を
基
に
執
筆
し
た
中
間
報
告
書
（
川
合
敏
樹
・

交
告
尚
史
「
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
問
題
」
東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
地
球
環
境
の
持
続
性
確
保
と
公
共
政
策
（S

E
P
P

）

『
二
〇
〇
七
〜
二
〇
〇
八
年
度

原
子
力
法
制
研
究
会

社
会
と
法

制
度
設
計
分
科
会

中
間
報
告
』
六
八
頁
以
下
所
収
）
に
若
干
の
加

筆
・
修
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
に
お
け
る
検
討
は
な
お
十

分
で
は
な
い
部
分
が
あ
る
が
、
自
身
の
今
後
の
研
究
の
た
め
の
ノ
ー

ト
と
し
て
、
現
時
点
で
の
検
討
の
成
果
を
公
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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本
稿
の
内
容
は
、
今
後
執
筆
予
定
の
上
記
の
最
終
報
告
書
お
よ
び
後

日
公
表
予
定
の
別
稿
（『
立
教
法
学
』
第
八
〇
号
掲
載
予
定
）
の
基

礎
を
な
す
も
の
で
も
あ
る
。

本
稿
の
本
学
紀
要
へ
の
掲
載
を
承
諾
し
て
く
だ
さ
っ
た
上
記
研
究

会
の
先
生
方
に
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
言
う
ま
で
も
な
い

こ
と
で
は
あ
る
が
、
本
稿
の
内
容
に
関
す
る
責
任
は
、
筆
者
個
人
が

負
う
も
の
で
あ
る
点
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
筆
者
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
既
に
小
論
を
公
表
し

て
い
る
が
（
川
合
敏
樹
「
原
子
力
発
電
所
を
め
ぐ
る
防
災
・
リ
ス
ク

対
策
法
制
の
現
状
と
課
題
」
法
律
時
報
八
一
巻
（
二
〇
〇
九
年
）
九

号
三
二
頁
以
下
）、
同
小
論
は
本
稿
の
内
容
を
大
幅
に
削
除
・
圧
縮

し
た
も
の
で
あ
る
。

５
）

な
お
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
新
耐
震
指
針
の
バ
ッ
ク
チ

ェ
ッ
ク
手
続
に
お
い
て
は
、
新
耐
震
指
針
へ
の
改
訂
の
翌
年
に
生
じ

た
新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
関
す
る
知
見
も
踏
ま
え
た
調
査
・
評
価
作

業
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
文
で
後
述
す
る
よ
う
に
（
第
三
章
第
一

節
）、
こ
の
よ
う
に
調
査
・
評
価
の
段
階
で
最
新
の
知
見
を
柔
軟
に

反
映
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
現
在
採
ら
れ
て
い
る
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク

手
続
の
長
所
で
も
あ
ろ
う
。

６
）

も
っ
と
も
、
安
全
性
の
再
調
査
・
再
評
価
を
行
っ
た
事
業
者
自

身
が
、
当
該
原
発
に
つ
い
て
不
備
が
あ
る
旨
の
報
告
を
す
る
こ
と

は
、
想
定
し
が
い
こ
と
で
は
あ
る
。

７
）

高
橋
滋
『
先
端
技
術
の
行
政
法
理
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八

年
）
一
二
三
頁
。

８
）

高
橋
・
前
掲
書

註
７
）一
二
三
頁
以
下
。

９
）

な
お
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
の
原
子
力
法
で
は
、

規
制
権
限
の
行
使
に
伴
う
補
償
の
要
否
に
関
す
る
規
定
が
定
め
ら
れ

て
い
る
が
、
同
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
規
制
権
限
の
行
使

が
積
極
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る

（
後
述
第
五
章
第
一
節
㈡
も
参
照
）。

10
）

高
橋
利
文
「
判
解
」
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
平
成
四
年

度
四
二
三
頁
以
下
。

11
）

以
上
の
見
解
の
対
立
状
況
に
つ
い
て
は
、
交
告
尚
史
「
大
規
模

施
設
と
司
法
審
査
」
公
法
研
究
五
二
号
（
一
九
九
〇
年
）
二
〇
〇
頁

以
下
、
山
田
洋
「
判
解
」
平
成
四
年
度
重
要
判
例
解
説
四
七
頁
、
高

木
光
『
技
術
基
準
と
行
政
手
続
』（
弘
文
堂
、
一
九
九
五
年
）
一
一

頁
以
下
、
高
橋
・
前
掲
書

註
７
）一
八
三
頁
以
下
、
首
藤
重
幸
「
も

ん
じ
ゅ
原
発
行
政
訴
訟
控
訴
審
判
決
」
法
学
教
室
二
七
一
号
（
二
〇

〇
三
年
）
四
四
頁
以
下
な
ど
を
参
照
。

12
）

ア
メ
リ
カ
原
子
力
法
に
関
す
る
本
稿
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
さ

し
あ
た
り
、F

ra
n
k G

illesp
ie /S

tep
h
en G

.B
u
rn
s,
U
S
A
,
in
:

C
h
ristia

n
 
R
a
etzk

e /M
ich
a
el M

ick
lin
g
h
o
ff
(H
rsg

. ),
B
e-

steh
en
d
e K

ern
k
ra
ftw

erk
e u

n
d n

eu
e S

ich
erh

eitsa
n
fo
rd
e-

ru
n
g
en
－
ein in

tern
a
tio
n
a
ler V

erg
leich

,
2006,

S
.140ff.

13
）

ド
イ
ツ
原
子
力
法
に
関
す
る
本
稿
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
さ
し

あ
た
り
、D

ieter S
elln

er /G
era

ld H
en
n
en
h
o
fer,

A
to
m
-u
n
d

 
S
tra
h
len
sch

u
tzrech

t,
in
:
K
la
u
s H

a
n
sm
a
n
n
/D
ieter S

ell-

n
er

(H
rsg

. ),
G
ru
n
d
zu
g
e
 
d
es
 
U
m
w
eltrech

ts,
3.

A
u
fl.,
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2007,
12,

R
n
.
164 u

n
d 266ff.

ま
た
、
ド
イ
ツ
原
子
力
法
に
お

け
る
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
論
じ
た
論
稿
と
し
て
、

首
藤
重
幸
「
ド
イ
ツ
原
子
力
法
を
め
ぐ
る
議
論
の
動
向
㈡
」
比
較
法

学
三
一
巻
（
一
九
九
七
年
）
一
号
一
頁
以
下
。

14
）

本
稿
で
は
、
日
本
法
に
お
け
る
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
の
現
状
や
課

題
を
素
描
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
こ
と
と
の
平
仄
を
合
わ

せ
る
こ
と
か
ら
、N

a
ch
ru
stu
n
g

と
い
う
語
に
さ
し
あ
た
っ
て

「
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
」
の
訳
語
を
充
て
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
に
お
け

る
原
子
力
法
上
の
議
論
で
は
、
既
存
の
原
発
を
制
定
・
改
訂
後
の
技

術
基
準
等
に
適
合
さ
せ
る
命
令
の
他
に
も
、
許
可
の
取
消
し
・
撤
回

や
事
後
負
担
等
の
諸
種
の
手
法
、
さ
ら
に
は
元
々
法
令
を
遵
守
し
て

い
な
が
ら
技
術
的
に
ベ
タ
ー
な
措
置
を
採
る
よ
う
求
め
る
こ
と
な
ど

を
含
め
た
措
置
一
般
を
含
めN

a
ch
ru
stu
n
g

論
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、N

a
ch
ru
stu
n
g

の
定
義
も
統
一
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
るN

a
ch
ru
stu
n
g

は
、
本
稿
に
い
う
よ
う
な
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
よ
り
も
広
い
意
味
で
捉

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

日
本
の
原
子
力
法
上
の
議
論
に
お
け
る
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
概
念
に

つ
い
て
、
現
在
の
よ
う
な
理
解
の
仕
方
（
第
一
章
を
参
照
）
で
良
い

か
、
そ
れ
と
も
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
よ
り
広
く
理
解
し
た
り
、
ま
た
は

想
定
事
例
ご
と
に
理
解
す
る
ほ
う
が
良
い
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
を
今
後
行
っ
た
う
え
で
論
及
し
た
い
。

15
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
首
藤
・
前
掲
論
文

註
13
）が
詳
細
に
論

究
し
て
い
る
。

16
）

ド
イ
ツ
に
お
け
る
既
存
の
原
発
に
対
す
る
安
全
規
制
を
め
ぐ
る

制
度
お
よ
び
議
論
の
紹
介
・
検
討
は
、
別
稿
に
て
行
う
予
定
で
あ
る

註
４
に
記
載
の
『
立
教
法
学
』
第
八
〇
号
掲
載
予
定
）。

17
）

本
文
中
で
列
挙
し
て
い
る
の
は
ご
く
一
部
の
例
で
あ
り
、
後
述

す
る
よ
う
に
、
他
産
業
に
お
け
る
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
な
い
し
バ
ッ
ク

フ
ィ
ッ
ト
の
例
を
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
も
、
今
後
の
研
究
課

題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
高
橋
教
授
は
、
他
産
業
に
お
け
る
例
と
し

て
、
新
幹
線
高
架
橋
お
よ
び
高
圧
ガ
ス
施
設
に
関
す
る
バ
ッ
ク
チ
ェ

ッ
ク
の
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
高
橋
・
前
掲
書

註
７
）一
二

六
頁
以
下
。

18
）

読
売
新
聞
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
一
年
）
一
月
三
一
日
東
京
版

朝
刊
三
二
面
。

19
）

な
お
、
本
文
記
載
の
よ
う
な
固
定
汚
染
源
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

に
対
処
可
能
な
行
政
リ
ソ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

特
に
直
接
的
規
制
の
有
用
性
に
疑
義
が
呈
さ
れ
て
き
て
お
り
、
直
接

的
規
制
の
不
備
を
補
完
し
う
る
公
害
防
止
協
定
の
果
た
す
（
果
た
し

て
き
た
）
役
割
は
小
さ
く
な
い
だ
ろ
う
。

20
）

こ
の
点
に
つ
い
て
、
消
防
基
本
法
制
研
究
会
編
著
『
逐
条
解
説

消
防
法
〔
第
三
版
〕』（
東
京
法
令
、
二
〇
〇
八
年
）
二
三
七
頁
は
、

同
条
に
基
づ
く
条
例
に
お
い
て
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
の
違
反
に

対
す
る
罰
則
を
制
定
す
る
こ
と
は
、
こ
の
設
置
義
務
が
個
人
の
自
由

に
委
ね
ら
れ
る
側
面
が
大
き
い
点
、
当
該
義
務
違
反
は
最
終
的
に
は

是
正
措
置
命
令
に
よ
り
そ
の
実
効
性
が
確
保
さ
れ
る
点
か
ら
、
許
さ

れ
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
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21
）

二
〇
〇
七
年
（
平
成
一
九
年
）
の
温
泉
法
改
正
と
そ
れ
に
伴
う

東
京
都
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
池
田
茂
「
温
泉
施
設
の
安
全
対
策
」

予
防
時
報
二
三
四
号
（
二
〇
〇
八
年
）
四
四
頁
以
下
。

22
）

こ
れ
ら
の
手
法
の
導
入
を
含
む
よ
り
具
体
的
な
制
度
構
築
の
提

案
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
課
題
と
し
て
明
ら
か
と
な
っ
た
点
の
検
討

を
行
っ
た
う
え
で
、
他
の
機
会
に
本
格
的
に
行
う
所
存
で
あ
る
。

【
追
記
】

ド
イ
ツ
で
九
月
に
行
わ
れ
た
総
選
挙
の
結
果
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・

社
会
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
と
自
由
民
主
党
（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）
と
の
連

立
政
権
下
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
脱
原
子
力
政
策
が
転
換
さ
れ
、

既
存
の
原
発
の
運
転
延
長
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
ド
イ
ツ
に

お
け
るN

a
ch
ru
stu
n
g

を
め
ぐ
る
議
論
も
、
今
後
再
燃
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
筆
者
と
し
て
も
、
そ
の
動
向
に
注
視
し
て
い
き
た

い
。
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